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赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業…5㌻令和７年度事業計画及び予算…2～3㌻

活動報告…4㌻ 寄附者一覧…7～8㌻

老人クラブの皆さんが小学生の下校の見守りを
している様子。詳細は5ページに掲載してるにゃ。
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事
業
計
画
お
よ
び
予
算

令
和
７
年
度

　
令
和
７
年
3
月
18
日
評
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
が
抱
え
る
福
祉
課
題
を
把
握
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
が
で
き

る
よ
う
、地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

『
自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
我
が
ま
ち
た
か
は
し
』

〜
お
互
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
〜

基本理念

基
本
目
標
と
重
点
目
標

地
域
で
活
躍
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
福
祉
教
育
を
通
じ
た
人
材
育
成
　

　
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
参
加

（1）（2）
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お
互
い
さ
ま  

で
つ
な
が
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
多
様
な
交
流
　

　
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動

（1）（2）
2

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
権
利
擁
護
支
援
の
推
進・充
実
　

　
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援

（1）（2）
4

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
在
宅
生
活
を
支
え
る
生
活
支
援

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
自
立
し
た
日
常
生
活

　
災
害
時
に
備
え
た
支
援
体
制

（1）（2）
3

地
域
福
祉
活
動
を
盛
り
上
げ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
福
祉
に
関
す
る
啓
発
活
動
　

　
地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
整
備

　
地
域
貢
献
活
動

（1）（2） （3）（3）
5

歳 入 歳 出

663,937千円社会福祉事業

【歳入※会費収入内訳】
○社会福祉協議会
　賛助会員会費収入
○福祉移送サービス
　会員会費収入
【歳入※その他内訳】
○負担金収入
○貸付事業収入他

7,738千円

1,433千円
1,325千円

409千円

事業収入24,093千円（3.6％）
前期末支払資金残高15,904千円（2.4％）
基金積立資産取崩収入15,621千円（2.4％）
会費収入8,147千円（1.2％）
共同募金配分金収入3,670千円（0.6％）
障害福祉サービス等事業収入3,133千円（0.5％）
その他2,758千円（0.4％）
寄附金収入2,044千円（0.3％）

予算の概要

相談支援事業
46,914千円（7.1％）
地域福祉活動事業
22,482千円（3.4％）
企画広報事業
1,979千円（0.3％）

109,809千円公益事業
○シルバー人材センター　　 87,811千円
○総合福祉センター　　　　 21,998千円

介護保険事業
233,753千円
（35.2％）

法人運営事業
212,724千円
（32.0％）

在宅福祉サービス事業
146,085千円

（22.0％）

介護保険事業
233,753千円
（35.2％）

法人運営事業
212,724千円
（32.0％）

在宅福祉サービス事業
146,085千円

（22.0％）

介護保険事業収入
152,348千円
（22.9％）

区分間繰入金収入
70,735千円
（10.7％）

借入金収入
40,000千円
（6.0％）

受託金収入
149,548千円
（22.5％）

経常経費補助金収入
175,936千円
（26.5％）

介護保険事業収入
152,348千円
（22.9％）

区分間繰入金収入
70,735千円
（10.7％）

借入金収入
40,000千円
（6.0％）

受託金収入
149,548千円
（22.5％）

経常経費補助金収入
175,936千円
（26.5％）



賛助会員会費および寄附金を財源とした主な事業賛助会員会費および寄附金を財源とした主な事業令和7年度

福祉活動推進事業

【主な事業】
ふれあいサロン事業　障がい・子育て支援
敬老祝い品贈呈事業（米寿祝いの肖像写真贈呈）

賛助会員会費4,324千円　寄附金205千円
敬老事業

【主な事業】
敬老会への助成

賛助会員会費1,451千円

【主な事業】
災害見舞金の支給

災害福祉事業
賛助会員会費180千円

地域福祉活動計画
寄附金83千円

【主な事業】
評価委員会の開催・地域のニーズ把握等

ボランティアセンター事業

【主な事業】
児童、生徒のボランティア活動普及事業、福祉出前講座の開催、
ボランティア研修会・夏のボランティア体験事業の実施など

賛助会員会費570千円　寄附金58千円
災害ボランティアセンター事業

【主な事業】
災害時に備えた基盤整備
災害ボランティアの登録・育成

寄附金113千円

ふれあいのまちづくり事業

【主な事業】
福祉委員活動の支援
各地区社会福祉協議会の活動支援

賛助会員会費1,208千円　寄附金1,000千円
企画広報事業

【主な事業】
広報紙の発行
ホームページの更新

寄附金553千円
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　４月６日（日）、有漢地区社会福祉協議会が主催す
る「みちくさ リユースバザー」が、Slow Spaceみちく
さ（旧有漢診療所）で初めて開催されました。
　このバザーは、家庭に眠っている子ども服やおも
ちゃなどを有漢地区社協が譲り受け、安価な値段で
子育て世代の方々へ提供し、その収益金で有漢こど
も園へ絵本等を贈呈する事業です。
　この日は、バザーの他、親子で風車を作れるコー
ナーや、解放された駐車場に落書きができるコー
ナーが設けられ、訪れた親子は笑顔で休日を過ごさ
れていました。

みちくさ リユースバザーを開催しました。

福祉車両を寄贈していただきました！
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　4月15日、備北信用金庫様（岡田誠治理事長）より福祉車両を寄贈していただきました。
　寄贈いただいた車両は、車いすのまま乗車できる車両になっており、足の不自由な方でも安心してご
利用いただけます。車両の寄贈は今回で6台目となります。
　皆様が安心して生活できるまちづくりのため、福祉移送サービス事業に活用させていただきます。

スズキ　エブリイワゴン
・車いす対応車　・乗降用スロープ付き

☎22-7243【お問合せ先】 地域福祉課

　高梁市に住所を有し在住されている、
昭和１2年4月１から昭和13年３月31日の
間にお生まれの方

　米寿記念の肖像写真
　撮影日時などは、申込者の方へ撮影業者
から直接ご連絡します。
なお、贈呈は９月を予定しております。

米寿を迎えられる皆さんの長寿をお祝いし、記念品を贈呈します。（肖像写真）
敬老祝い品贈呈事業

贈呈の対象者

贈 呈 品
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赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業
　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互のふれあいの
拠点づくりに積極的に取り組む団体や、地域の安全・安心な暮らしを支える住民活動
を支援しています。
　令和６年度活動に取り組んだ団体のうち、４団体をご紹介します。

5

社会的な孤立の防止を図るため、
定期的に地域の方々の居場所づくりや、
交流、情報交換などを行う見守り活動。

高倉地区社会福祉協議会

赤い羽根クラブ

子どもの居場所づくり
地域全体で健全に育て、地域と子どもがつながり
を持てる環境を整える活動。

落合地区社会福祉協議会

自主防犯・自主防災活動
地域の安心安全を見守る活動や住み慣れた地域で
安心して暮らせるように住民とともにつくる活動。

地域住民によるコミュニティカ
フェ

居場所づくり活動 地域の見守り活動

備中地区社会福祉協議会

　市内外の多くの皆さまから賛助会員会費のご協力をいただきまし
た。誠にありがとうございました。この会費は、「ふれあいサロン事業」
「敬老事業」などの地域福祉活動を推進していく上で欠かせない貴重
な財源となっています。市社協では「自分らしく　安心して暮らせる我
がまち　たかはし」～お互いさまのまちづくり～を基本理念に掲げ、
皆さまとともに各種事業に取り組んでいきますので、本年度も賛助会
員会費へのご協力をよろしくお願いします。
　2月16日から4月15日までの受付分を掲載しております。
ご協力ありがとうございます。（敬称略）

令和7年3月31日現在

令和6年度　賛助会員会費協力状況

法 人 会 員

普 通 会 員

会 員 区 分 件 数（ 人 ） 金 額（ 円 ）

特 別 会 員

合 計

ふるさと会員

6,504 7,848,000

9 45,000

105 340,000

284 908,000

6,106 6,555,000

令和7年度 賛助会員会費について

◆法人会員（高梁地域）　公益社団法人　高梁法人会
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令和７年度 第１回たかはし福祉・法律なんでも相談会

日 時 令和7年　6月14日（土）　13：00～16：00
会 場 備中地域局（備中町布賀29-2）
相 談 員 弁護士、司法書士、税理士、社会福祉士など
申し込み 令和7年6月6日（金）までに、高梁市権利擁護センターへ電話でお申し込みください。

＜申し込み・お問合せ先＞高梁市権利擁護センター（向町21-3）　☎56-0063

相談は
無料

　毎日の生活の中で、困っていること、悩んでいることはありませんか。この相談会は、高梁市で暮らす皆さ
まが、安心して地域で生活できるように、福祉や法律についてのご相談をお受けしています。

※予約締切 ： 令和7年9月5日（金）

【会場】 高梁総合福祉センター
　　　（向町21-3）

※予約締切 ： 令和7年12月5日（金）

【会場】 有漢生涯学習センター
　　　（有漢町有漢3387）

※予約締切 ： 令和8年3月6日（金）

【会場】 高梁総合福祉センター
　　　（向町21-3）

令和7年度年間予定

13：00～16：00
第2回 令和

7年 9月13日（土）令和
7年 9月13日（土）

13：00～16：00
第3回 令和

7年 12月13日（土）令和
7年 12月13日（土）

13：00～16：00
第4回 令和

8年 3月14日（土）令和
8年 3月14日（土）

人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ
職員の人事異動がありましたのでお知らせします　【 異 動 】 令和7年4月1日付

戸田　隆弘総務課長　兼　出納責任者 有漢支所長
住吉　悦子介護保険課参事　兼　訪問介護事業所管理者 備中デイサービスセンター管理者　兼　主任生活相談員

横林　史典有漢支所長 地域福祉課課長補佐　兼　地域福祉係長
兼　生活支援コーディネーター

高橋ひずる
備中デイサービスセンター管理者
兼　主任生活相談員
兼　主任看護師

介護保険課課長補佐
兼　訪問介護事業所管理者

平松　高広地域福祉課　地域福祉係長 相談支援課　相談支援係長

新　任 旧　任氏　名

【退 職 者】 令和7年3月31日付

旧　任旧　任

備中デイサービスセンター主任看護師 樽角　益子

地域福祉課主事 赤木　潤平

居宅介護支援事業所たかはし西主幹
兼　主任介護支援専門員 髙下眞由美 グループホームささゆり苑主幹

兼　主任看護師 三村　里美

備中デイサービスセンター主幹
兼　生活相談員 丸川　祐子

氏　名 氏　名

【新規採用者】 令和7年4月1日付

新　任 新　任 氏　名氏　名
地域福祉課主幹 江草　伸介

相談支援課主事 藤岡　亮平
備中デイサービスセンター看護師 逸見さち子 川上デイサービスセンター介護員 谷奥　　茜

グループホームささゆり苑主幹
兼　主任看護師 三村　里美

居宅介護支援事業所たかはし西主幹
兼　主任介護支援専門員 髙下眞由美

備中デイサービスセンター主幹
兼　生活相談員 丸川　祐子



　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ令和 7 年 2 月 16 日～令和 7 年 4 月 15 日までに
いただいたご寄附についてお知らせします。
　心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称略）

社会福祉協議会へのご寄附
ありがとうございました。

　2月16日
～4月15日

令和7年
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早
島
町

上
田
　
剛
士

（
故
・
文
女
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

《
中
井
地
区
》

《
津
川
地
区
》

《
川
面
地
区
》

金
一
封

松
原
町

杉
井
　
寿
子

（
故
・
渡
辺
　
栄
様
）

金
一
封

高
倉
町

福
田
　
武
広

（
故
・
喜
代
子
様
）

金
一
封

落
合
町

中
島
　
好
正

（
故
・
求
様
）

金
一
封

落
合
町

髙
田
知
加
子

（
故
・
西
平
　
幸
子
様
）

金
一
封

落
合
町

松
本
　
基
実

（
故
・
決
様
）

金
一
封

落
合
町

信
原
　
幸
子

（
故
・
恒
子
様
）

金
一
封

落
合
町

赤
木
　
久
之

（
故
・
ト
ヨ
様
）

《
松
原
地
区
》

《
高
倉
地
区
》

《
落
合
地
区
》

金
一
封

有

漢

福
井
　
勝
一

（
故
・
嘉
須
江
様
）

金
一
封

有

漢

平
松
美
代
子

（
故
・
好
行
様
）

金
一
封

岡
山
市

吉
岡
　
伸
子

（
故
・
章
様
）

金
一
封

岡
山
市

中
本
　
秀
子

（
故
・
上
森
　
勝
美
様
）

金
一
封

有

漢

戸
清
　
文
夫

（
故
・
澄
江
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封

坂

本

柴
田
　
　
肇

（
故
・
房
代
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封

下

原

應
武
和
歌
子

（
故
・
多
美
恵
様
）

金
一
封

下

原

官
尾
　
章
生

（
故
・
輝
子
様
）

金
一
封

成

羽

勘
藤
　
和
子

（
故
・
悦
男
様
）

金
一
封

下

原

市
川
　
京
子

（
故
・
敬
子
様
）

金
一
封

下

原

川
上
　
徹
哉

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封

下

原

清
迫
　
　
衛

（
故
・
忠
司
様
）

金
一
封

成

羽

古
米
　
祥
二

（
故
・
茂
様
）

金
一
封

井
原
市

三
宅
　
一
成

（
故
・
繁
行
様
）

金
一
封

岡
山
市

加
藤
　
剛
二

（
故
・
善
香
様
）

金
一
封

下
大
竹

柏
木
　
壽
明

（
故
・
幸
様
）

金
一
封

総
社
市

大
塚
　
昌
治

（
故
・
幸
雄
様
）

金
一
封

布

賀

原
田
　
薫
郎

（
故
・
須
摩
様
）

金
一
封

領

家

藤
原
　
秀
保

（
故
・
英
子
様
）

金
一
封

布

賀

桑
原
南
海
子

（
故
・
健
一
様
）

金
一
封

平

川

豫
風
　
雅
通

（
故
・
芳
子
様
）

金
一
封

平

川

江
草
　
正
登

（
故
・
健
治
様
）

《
川
上
支
会
》

《
備
中
支
会
》

【
一
般
寄
附
】

金
一
封

布

賀

中
川
　
路
彦

（
故
・
光
義
様
）

金
一
封
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

（
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
）

金
一
封

巨
瀬
町

村
田
　
次
男

（
100
歳
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封

匿

名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
490
回
、第
491
回
目
）

《
本
　
　
会
》

《
高
梁
地
区
》
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金
一
封

巨
瀬
町

村
田
　
次
男

（
100
歳
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封

吉

木

宮
本
　
定
惠

（
百
寿
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封

吉

木

宮
本
恵
美
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封

平

川

井
上
　
高
行

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

《
備
中
支
会
》

金
一
封

下

原

河
内
　
啓
輔

（
旭
日
単
光
章
受
章
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

《
巨
瀬
地
区
》

夏のボランティア体験事業

☎22-7243【お問合せ先】 地域福祉課

　今年度も「夏のボランティア体験事業（夏ボラ）」を実施します。
　この事業は、夏休みの期間を利用して市内の福祉施設や地域のボランティアグループ等でボランティア
体験を行うものです。福祉やボランティアについて理解を深めることはもちろん、活動を通じてたくさんの
出会いや学びがあります。ぜひみなさんご参加ください！

　　　　　市内に在住、または市内の中学校、高等学校、大学に通学
　　　　　している中学生・高校生・大学生

　　　　　①事前研修会　　　： 7月12日（土）
　　　　　②ボランティア活動：事前研修会後の夏休み期間
　　　　　③事後研修会　　　：8月24日（日）
　　　　　　＊事前・事後研修会の会場は高梁総合福祉センターです。

対象者

日程等

☎22-7243地域福祉課 ☎57-3218有漢支所

　本会では、「気軽に学べる！！スマホ講座」【初級
編】（全6回）を開催します。参加費は無料で、どなた
でも参加できますので、ぜひ、ご参加ください！（定
員16名）　　　　　　 　※事前に申し込みが必要です。

気軽に学べる!!スマホ講座気軽に学べる!!スマホ講座

【　会　場　】Slow Spaceみちくさ
　　　　　（有漢町有漢8213－3）
【日程・時間】開催時間は、13：30～15：00

【　会　場　】Slow Spaceみちくさ
　　　　　（有漢町有漢8213－3）
【日程・時間】開催時間は、13：30～15：00

【申し込み・お問合せ先】

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

内　容 日　時 内　容 日　時

スマホの“いろは”

【スマホの基本】
文字入力・音声
入力
電話帳の登録・
画面の明るさ等

【LINEの基本】
友達登録・スタ
ンプ
メッセージの送
信・文字入力等

６月12日（木）

６月26日（木）

7月10日（木）

7月24日（木）

8月 7日（木）

8月21日（木）まとめ

☎086-201-7250
☎22-7243

【お問合せ先】  岡山県シルバー人材センター連合会
　　　　　　  高梁市シルバー人材センター

令和７年度 シルバー人材センター 技能講習のご案内
　シルバー人材センターでは次の講習会を開催いたします。奮ってご応募ください。

9月24日～9月25日（2日間） 介護送迎運転者講習 高梁総合福祉センター9月10日10名
１0月27日 知って得する！健康管理教室 高梁総合福祉センター10月10日10名

12月10日～12月12日（3日間） 庭木のお手入れ講習～剪定の基本～ 高梁総合福祉センター他11月26日10名
2月25日 フラワーアレンジメント教室 高梁総合福祉センター2月10日10名

シルバー人材センターへ入会し就業を希望する60歳以上の方
シルバー人材センターにご興味のある60歳以上の方

対象者 岡山県シルバー人材センター連合会申込先

受講料
無料

会　場申込期限講習期間 内　容 定員

　

五
月
晴
れ
の
空
が
心
地
よ
く
、

山
々
の
新
緑
が
目
に
優
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
ま
で
の
こ

の
貴
重
な
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
で
は
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
、
新
体
制
の
下
「
自
分
ら

し
く　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

我
が

ま
ち　

た
か
は
し
」
〜
お
互
い
さ
ま

の
ま
ち
づ
く
り
〜
を
目
指
し
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
に
本
会

の
情
報
や
事
業
等
、
広
報
紙
を
通
じ

て
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
（
ｓ
）


